
四国チームファシリテータ6名
重さのかかり方など普段意識
できていないことを体感でき、
知らないことで利用者さんに
負担をかけていたと思うので、
在宅の現場で端巻タオル等活
かしながら、また事務所にも
持ち帰って研修会をしようと思

います

経験しないとわからないことが
たくさんあった

実際に実践しながら技術や知
識を身につけることができた

何を持って良と判断するか、観
察するポイントを学べた

18%

82%

食事介助において困難を感じること

がある

いつも感じ

る

感じることが

ある

利用者さんの
表情の変化
の大切さが
わかった

11月2日（土）愛媛県介護福祉士会主催
於：済生会松山病院

参加者33名(介護職・看護師等）

ファシリテータ―デビューの
スタッフと
スキルアップを重ねる
スタッフ

実践を通してファシリテータ
も相互成長を実感しました



16%

78%

3%
3%

食事介助で困難を感じること

いつもある

時々

あまり感じな

い

殆ど感じない

ファシリテータ―：7名四国チーム

不良姿勢での食事も体験

11月3日（日）公開講座 於：愛媛県総合社会福祉会館
参加者：33名（看護師・介護職・OT・福祉用具専門相談員等）

意思疎通が困難だけど
食事摂取している人が
安楽な姿勢で過ごされ
ているかが心配になり
ました。今日の研修会
を参考にやってみます

課題です。

今まで「たべさせる」ことばかり考えてき
ました。「安全に安心して自分で食べる」
視点から姿勢の見方・不良姿勢の整え
方を新たに学ぶことができました。

根拠がわかった上
でケアできることが
自信になりました

急性期病院から施設・在宅まで多職種・多方面から参加の研修会でした。
職場での福祉用具の充足度や介護環境・療養環境は様々です。

姿勢を整える・・

身体の軸となる体幹の安定性を持たせることで動きが安定し、結果四肢が動かしやすくなりま
す。結果、自分で食べる・自立への支援に繋がります。

姿勢が与える影響、ずれや摩擦の不快感・快適な食事姿勢を体験的に学びながら、明日からの
具体的な支援イメージに繋がっていきました。

研修No

回収32名
無記載8名


